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本日の内容

・ サラブレッドとは？

・ サラブレッド競馬に関する国際組織

・ 世界のサラブレッド競馬

・ 日本でのサラブレッド登録



公益財団法人 ジャパン・スタッドブック・インターナショナル
■ 設立 農林水産大臣の認可を受け、平成22年12月1日に財団法人競馬国際交流協会と財団法人日本軽種馬登録協会が合併

内閣総理大臣の移行認定を受け、平成24年1月4日付けをもって公益財団法人として新たに発足

■ 所在地 本 部 〒105-0004 東京都港区新橋4-5-4 日本中央競馬会新橋分館
北海道事務所 〒056-0017 北海道日高郡新ひだか町静内御幸町5-7-22

■ 目的（定款第3条） 本財団は、競馬に係わる国内外の情報の提供及び技術交流、軽種馬の登録並びに競走を引退した馬（以下「引

退競走馬」という。）への助成を行うことにより、国際相互理解の促進並びに国内外の軽種馬の改良増殖、公正な流通の促

進、競馬に対する信頼の確保及び馬の福祉に寄与することを目的とする。

■ 事業（定款第4条） 本財団は、この目的を達成するため、次の事業を行っています。

海外の競馬に関する情報の収集及び国内への提供並びに我が国の競馬に関する情報の海外への提供

競馬及び軽種馬に関する海外との技術交流

競馬に関する国際交流行事の実施及び支援並びに国際会議への参画

軽種馬の血統登録、繁殖登録及び馬名登録並びに登録証明書の交付

軽種馬の血統書の発行

軽種馬の改良増殖に関する調査研究

引退競走馬の繋養展示への助成

引退競走馬に係る情報の提供

その他本財団の目的を達成するために必要な事業



サラブレッドとは？



サラブレッド

１７世紀の初頭、英国人が本国在来の牝馬に、アジアや中東から
連れてきた東洋種の牡馬を配合したのが起源といわれている。

その後、１７９３年に英国で血統登録書「ゼネラル・スタッド・ブック」
が出版され、血統管理が始まったことでサラブレッドは独立した品
種となった。

基本的に父系はダーレーアラビアン、バイアリーターク、ゴドルフィ
ンアラビアンのサラブレッド３大根幹馬と呼ばれる馬まで、母系は
ゼネラル・スタッド・ブック第１巻に収録されている馬までたどること
ができる。 （知恵蔵２０１５より）



１７世紀後半 英国で競走目的の生産が盛んに行われるようになってきた

１７９１年 James Weatherby氏が繁殖記録台帳といった趣旨のゼネラルスタッドブック序巻発行

これには３大根幹馬を含む東洋から輸入されてきた馬たちも記録されていた

１７９３年 ゼネラルスタッドブック第１巻発行

１９世紀 英国からサラブレッドを輸入していた各国は英国の形式を踏襲してそれぞれ登録を行っていた

１９７９年 国際血統書委員会（ISBC)が発足し、国際的に統一されたサラブレッドの定義について検討した

１９８４年 国際血統書委員会（ISBC)のよってサラブレッドの定義が決定された

サラブレッド登録の歴史



サラブレッドとは、公式に記録された時に生産国の血統書（スタッドブック）に
記録された馬で、その血統書機関は国際血統書委員会（ISBC)に承認の地
位を与えられているものである。

サラブレッドの定義（生産、競馬および賭事に関する国際協約第12条）

サラブレッドとなるための資格

１．父、母がサラブレッドである

２．自然交配の結果による産駒である

３．個体識別が正確に行われている

４．DNA検査によって親子関係が証明されている

現在、世界中で６９の血統書機関がISBCから承認の地位を与えられている



血統書（スタッドブック）



ディープインパクト



GSB第42巻320P GSB第39巻751P



国際血統書委員会（ISBC）
国際血統書委員会は１９７９年に創設され、世界の６地域の代表９カ国によって構成され
ており、毎年９月末にイギリス、ニューマーケットにおいて年次会議を開催している。

国際血統書委員会の使命は、サラブレッドの登録の基準を確立することにより、サラブレ
ッドの高潔性、および将来の発展を確実にし、健全な世界のサラブレッド産業のために
必要な基礎を供給することである。
このことを実現するために以下の作業を行っている。
１．サラブレッド血統書機関を運営、維持する基準を確立する
２．サラブレッド生産、および個体識別の基準を確立する
３．血統書機関間のサラブレッド移動の基準を確立する
４．新たに設立される血統書機関の国際承認を行う

アジア血統書会議（ASBC）
アジア血統書会議はISBCの下部会議として機能しており、ISBC年次会議での決定事項

をアジア地域の血統書機関に伝達、周知するとともに、アジア地域の意見を取りまとめ
ISBC会議への提案等をおこなっている。



国際血統書委員会（ISBC)とアジア血統書会議（ASBC)

国際血統書委員会(ISBC)
International Stud Book Committee

1979年設立
世界6地域9カ国代表がメンバー
議長国：イギリス
事務局：イギリス、ウエザビー社
毎年9月下旬にイギリスで会議

ヨーロッパ、地中海地域（34）
イギリス、フランス

ヨーロッパ地中海地域血統書連絡委員会
南米、中米（13）
アルゼンチン

OSAF(南米競馬機構)

オセアニア（2）
オーストラリア、
ニュージーランド

オセアニア血統書委員会

北米カリブ海地域（5）
アメリカ

北アメリカカリブ海地域血統書委員会

南部アフリカ（2）
南アフリカ

サハラ以南アフリカ地域血統書委員会

アジア（13）
日本、インド

アジア血統書会議(ASBC)
Asian Stud Book Conference

1995年インドで第1回大会
議長国：インド、日本
ISBC承認国：インド、日本、韓国、マレーシア、
フィリピン、トルコ、ＵＡＥ、サウジアラビア、
シリア、バーレーン、カタール、中国、オマーン



ジョッキークラブ



国際血統書委員会（ISBC)会議風景



ジョッキークラブ建物内の様子



ジョッキークラブ宿泊施設



ニューマーケット街中風景ニューマーケット競馬場



血統書機関承認査察（シリア）



ラタキアの競馬場





日本でのサラブレッド登録



マイクロチップ埋め込み

種付

産駒誕生

血統登録

血統登録証明書

セリ等

育成牧場

馬名登録

競走馬登録

出馬登録
競馬場

種馬場

生産牧場

乗用馬など

繁殖登録

繁殖登録証明書

毛根検体 親子判定

日本における競走馬の一生



ジャスタウェイ



サラブレッド競馬に関する国際組織



国際競馬統轄機関連盟
（IFHA, International Federation of Horseracing Authorities)

１．国際的に協議を要する問題を解決するための会議を

組織、運営すること

２．生産、競馬および賭事に関する国際協約（IABRW)を作
成し関係各国に周知すること

３．ワールドベストホースランキング、およびワールドベスト
ジョッキーランキングの発表



国際競馬統轄機関連盟（IFHA)のメンバー国：６１カ国





２０１４年度各国賞金額





２０１２年－２０１４年各国生産統計

米国
20300頭

豪州
13306頭

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ
8028頭

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ
7999頭

日本
6884頭



執行協議会（会長１名、欧州４名、北米３名、南米２名、アジア３名、新興国２名）

馬の国際間移
動に関する委

員会

国際番組企画諮
問委員会
国際格付番組企画

諮問委員会

馬の福祉
に関する委

員会
国際

国際専門諮問
委員会
禁止薬物に関
する諮問委員会

禁止薬物に
関する諮問
委員会

賭事に関する運営委
員会

国際血統書委員会

World Ranking
Supervisory Committee

ロンジン世界ベス
トレースホースラ
ンキング委員会

WRSC）
世界ランキング

統括委員会

騎手の健康、安
全、福祉に関す
る国際会議

裁決ルールの調
和に関する委員
会

IFHA Annual Conference 年次総会

国際競馬統轄機関連盟（IFHA）
年次総会会

競馬ビジネスお
よび賭事に関す
るフォーラム
国際血統書

委員会



生産、競馬、および賭事に関する国際協約（IABRW)
この協約は以下の目的を達成するために30の条文で構成されている。

目的

生産、競馬および賭事に関する国際協約はIFHAにより出版され、競馬、血統書の管理、

およびすべての地域で共通の賭けの重要な分野において推薦される最善の方法を定めた
、一連の条文、附則、ガイドラインをまとめたものである。協約は以下の目的を促進するこ
とで競馬統轄機関を支援するために作られている。

・競馬というスポーツおよび生産界の公正性における一般社会の信頼を高めること。

・馬および騎手の安全と福祉を保護すること。

・国際的な範囲の成長を促進するために競馬および生産の世界全体における取組を調整
し、一致させること。

・競馬の促進、および競馬の知的財産権を認可されていない賭け運営者による著作権侵
害から保護することでその財政的繁栄の機会を最大化させること。



第１条 重賞競走の認定と分類 第１９条 人および馬の資格剥奪
第２条 距離および重量の換算表 第２０条 （削除）
第３条 馬の国際間移動の追跡記録 第２１条 振替口座
第４条 出生国を示す接尾辞の使用 第２２条 国際衛生規約
第５条 馬の競走成績記録 第２３条 ワクチン接種
第６条 馬の生物学的健全性 第２４条 馬の健康情報の共有
第７条 競走馬の装蹄 第２５条 （削除）
第８条 騎手の検量 第２６条 競馬機関間の情報伝達
第９条 馬主の服色 第２７条 騎手の健康保護方針
第１０条 海外での騎乗 第２８条 賭事関連
第１１条 馬の年齢の取り扱い 第２９条 調教師、騎手への免許交付
第１２条 サラブレッドの定義 第３０条 馬の頭部装具
第１３条 非サラブレッドの登録
第１４条 馬名の登録
第１５条 馬の個体識別
第１６条 海外出馬登録に伴う競馬機関の支払い保証
第１７条 支払い体制の整備
第１８条 為替レート



世界のサラブレッド競馬



１０月最初の日曜日にパリ、ロンシャン競馬場の２４００ｍ芝コースで行われるヨーロッ
パチャンピオンを決定する競走。

１着賞金２８５万７０００ユーロ（約３億７０００万円）

賞金総額５００万ユーロ（約６億７５００万円）

１．凱旋門賞



２．ドバイワールドカップ

３月最終週にドバイ、メイダン競馬場で開催される世界最高賞金のレース。２０００ｍ
のダートコースで開催。当日には５つのG１競走が行われる。

１着賞金６００万米ドル（約７億２０００万円）

賞金総額１０００万米ドル（約１２億円）



３．香港カップ

１２月２週目に沙田競馬場で開催。当日は距離別に４つの国際Ｇ１競走が行われる。

メインレースの香港カップは１着賞金１４２５万香港ドル（約２億１４００万円）

賞金総額２５００万香港ドル（約３億７５００万円）



４．ジャパンカップ
１１月最終週に東京競馬場で行われる国際Ｇ１競走。２４００ｍ芝コースで開催。

１着賞金３億円

賞金総額６億２４００万円



５．メルボルンカップ

１１月第１火曜日にオーストラリア、メルボルンのフレミントン競馬場で行われるG１
競走。３２００ｍ芝コースで開催。

１着賞金３６０万豪ドル（約３億６００万円）

賞金総額６２０万豪ドル（約５億２７００万円）



６．ブリーダーズカップクラッシック
ブリーダーズカップ・ワールド・サラブレッド・チャンピオンシップと称して１０月末な

いしは11月最初の金曜日、土曜日の2日間で１３のG１競走が開催される。開催
地は持ち回り。メインレースのクラッシック競走は２０００ｍダートコースで開催。

１着賞金２７５万ドル（約３億３０００万円）

賞金総額５００万ドル（約６億円）



ご清聴ありがとうございました




